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に
す
る
方
針
は
消
え
て
お

ら
ず
、
油
断
は
で
き
ま
せ

ん
。 取

り
下
げ
た
経
緯
と
理

由
に
つ
い
て
組
合
事
務
局

は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
ま
す
。 

議
案
が
組
合
議
員
に
送

付
さ
れ
た
１
月
26
日
（水
）

の
議
会
運
営
代
表
者
会
議

で
、
「こ
れ
以
上
建
設
を
遅

ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
賛
成
す
る
意
見
も

あ
っ
た
が
、
「環
境
影
響
評

価
の
途
中
に
候
補
地
の
決

定
を
す
れ
ば
、
と
う
て
い

住
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な

い
」
、
「準
備
書
の
段
階
で

決
定
し
た
ら
ど
う
だ
」
な

ど
の
反
対
意
見
が
多
く
、

２
月
１
日

（火
）
の
管
理

者
会
で
取
り
下
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

運
動
・
論
戦
と
も

機
敏
な
対
応 

「建
設
地
決
定
」
議
案

が
提
案
さ
れ
る
こ
と
を
知

っ
た

「荒
神
山
を
守
る
会
」

は
、
２
月
１
日
付
で
広
域

行
政
組
合
の
和
田
管
理
者

に
、
建
設
地
決
定
は
ル
ー

ル
通
り
環
境
ア
セ
ス
の
後

に
決
め
て
下
さ
い
と
の
要

望
書
、
「公
開
質
問
状
」
の

2

種
類
を
提
出
し
て
い
ま

し
た
。 

広
域
組
合
の
日
本
共
産

党
西
澤
伸
明
議
員
と
角
井

英
明
議
員
は2

月2

日
朝
、

管
理
者
の
和
田
市
長
と
組

合
議
会
の
杉
原
議
長
に
、

「建
設
地
決
定
」
議
案
は

時
期
尚
早
で
あ
り
、
ル
ー

ル
通
り

「環
境
影
響
評
価
」

の
最
終
結
果
が
得
ら
れ
る

ま
で
採
決
を
保
留
す
る
こ

と
を
求
め
る
要
請
書
を
提

出
し
ま
し
た

（裏
面
）。 

科
学
的 知

見
が
光
る 

こ
の
間
、
環
境
学
会
元

会
長
の
畑
明
郎
氏
が
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
て
問
題

点
を
指
摘
。
日
本
共
産
党

の
議
員
は
議
会
で
問
題
点

を
追
及
す
る
と
と
も
に
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
情
報

を
提
供
し
て
、
ゴ
ミ

・
環

境
問
題
な
ど
共
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
住
民
の

み
な
さ
ん
は

「荒
神
山
を

守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、

チ
ラ
シ

・
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

を
発
行
し
て
世
論
に
働
き

か
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
が
複
合
し
て
当
局
者
を

動
か
し
て
き
た
の
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

 

「建
設
地
決
定
議
案
」

は
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
議
案
と
し
て
事
前
配

布
さ
れ
た
の
は
事
実
。
ど

う
い
う
考
え
で
上
程
し
よ

う
と
し
た
の
か
。
そ
の
説

２
月
２
日
召
集
さ
れ

た
彦
根
愛
知
犬
上
広
域

行
政
組
合
議
会
の
全
員

協
議
会
で
来
る
２
月
定

例
会

（別
掲
参
照
）
の
た

め
に
事
前
に
配
布
さ
れ

た
議
案
の

一
部
が
取
り

下
げ
ら
れ
る
と
言
う
、
今

ま
で
に
な
い
異
例
の
展

開
と
な
り
ま
し
た
。 

事
前
配
布
さ
れ
た
議

案
は
、
来
年
度
の
一
般
会

計
予
算
な
ど
と
共
に
「彦

根
愛
知
犬
上
地
域
新
ご

み
処
理
施
設
の
設
置
位

置
を
定
め
る
こ
と
に
つ

き
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。 

い
ま
ま
で
土
地
造
成

事
業
の
基
本
設
計
業
務

予
算
な
ど
「西
清
崎
を
前

提
と
し
た
」
費
用
も
多
数

の
議
員
が
賛
成
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
局
者
ら

は

「建
設
地
」
を
決
定
す

る
議
案
も
す
ん
な
り
と

可
決
す
る
と
考
え
た
の

で
し
ょ
う
。 

あ
ま
り
に
も 

道
理
ナ
シ 

と
こ
ろ
が
、
今
回
は
、

環
境
影
響
評
価
作
業
の

最
中
で
あ
り
、
あ
ま
り
に

も
道
理
が
無
い
こ
と
を

隠
し
切
れ
な
く
な
っ
て
、

取
り
下
げ
た
も
の
と
見

ら
れ
ま
す
。 

取
り
下
げ
ら
れ
た
と

は
言
え
、
当
局
は
、
西
清

崎
・荒
神
山
麓
を
建
設
地

建
設
地
決
定
議
案 

取
り
下
げ 

彦
根
愛
知
犬
上
広
域
行
政
組
合
議
会 

全
員
協
議
会
で
判
明 

・・
・異
例
の
展
開
！
・・
・

 

荒神山麓のゴミ処理
施設 根本見直しを 

明
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ゴ
ミ
問
題
は 

環
境
問
題 

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
、
持
続
可
能
な
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
も
の

で
す
（別
掲
参
照
）。
「環

境
保
全

・
気
候
正
義
」

は
、
今
や
地
球
温
暖
化

防
止
、
気
候
変
動
に
よ

る
豪
雨

・
熱
波

・
海
洋

汚
濁
な
ど
人
類
が
直
面

す
る
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
時
期
に
大
量
の

ご
み
類
を
燃
や
し
続
け

る
大
型
焼
却
炉
で
い
い

の
か
、
と
根
本
か
ら
問

い
直
す
機
会
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当

局
の
姿
勢
は
、
最
終
結

果
を
待
た
ず
に
決
定
地

に
し
よ
う
と
し
た
こ
と

は
、
西
清
崎
で
の
事
業

の
正
当
性
を
疑
わ
せ
る

も
の
で
す
。 

環境アセスメントとは 
「開発事業の内容を決めるに当たっ

て、それが環境にどのような影響を

及ぼすかについて、あらかじめ事業

者自らが調査、予測、評価を行い、

その結果を公表して一般の方々、地

方公共団体などから意見を聴き、そ

れらを踏まえて環境の保全の観点か

らよりよい事業計画を作り上げてい

こうという制度です。」(環境省) 
 

広域行政組合議会 
2 月定例会 

とき：2月 14日 
PM２：００ 

ところ：豊栄のさと 
（豊郷町） 

傍聴できます 



    
 

 

建設部と)広域行政組合との協議」でも、広域組合は「アセスの配慮書を

公表した。アセスの結果が出る令和５年において正式に候補地が決定地

になる」「アセスが終わるまでは、あくまで『候補地』であり…」と述べ

ています。 
  上記、情報公開請求で得られた書面でも「アセスを終えた令和 5 年」

以降に建設地と確定することがルールであることを述べています。 
３ 工事用車両の通行も含めアクセス道路について、ルート、その完成の

見通し、費用負担および諸制度との整合性について明示されていません。 
４ 多くの議員は任期等の理由により改選され就任間もないため、新ごみ

処理施設整備計画について当該地が建設地として相応しいかどうか、適

正地であるか否かなどの議論・審議が深められたとは考えられず、事実

関係すら掌握しきれないまま評決することは、市民・町民の信託を受け

て監視役としての役割を果たすべき議員の責任放棄を生じさせかねず、

今定例会での表決は時期尚早だと考えます。 
５ 環境影響評価（アセスメント）の最終結果を待たずして「建設地」を

決定することは当該制度の趣旨そのものを無視することであり、当該制

度への信頼性をより一層低下させることになります。 
以上 

 

2022年 2月 2日 

彦根愛知犬上広域行政組合議会 
議長 杉原 祥浩 様 
 

彦根愛知犬上広域行政組合議会議員 西澤 伸明 

彦根愛知犬上広域行政組合議会議員 角井 英明 

 

要  請  書 
 

 日頃より、議会運営にご尽力いただき敬意を表します。 

 今般、令和 4年 2月彦根愛知犬上広域行政組合議会定例会の招集に伴

って配布された書面に「彦根愛知犬上地域新ごみ処理施設の設置位置を

定めることにつき議決を求めることについて」と題する議案書が同封さ

れていました。 

 次に述べる理由により、時期尚早であるため採決せず、継続審査とし、

ルール通り「環境影響評価」の最終結果が得られるまで採決を保留する

よう強く要請します。 

 

１ 議案概要の「２．選定理由」には「造成等基本設計業務により、土

砂災害、浸水災害、および軟弱地盤にかかる対策、ならびに影響評価

業務にかかる現況調査における課題の対策のいずれにおいても目処が

立ち・・・」とあります。 

  しかし、「土砂災害、浸水災害、および軟弱地盤にかかる対策」につ

いて科学的知見に基づいた根拠資料、対策に要する費用が明確に示さ

れているとはとても言い難い状況です。とりわけ「軟弱地盤にかかる

対策」については専門家から地下水流入・浸透への対策、工法の不確

実性などの懸念が指摘されており、懸念が現時点では払拭されたのか

根本的な疑問が残ります。 

２ 「彦根愛知犬上地域一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（素案）」の「事

業スケジュール」で「環境影響評価：令和元年度～令和 5 年度」（１０

ページ）と記されています。 
また、令和２年６月１日の「新ごみ処理施設にかかる(彦根市の都市
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新ごみ処理施設整備計画とは 
◆荒神⼭麓・⻄清崎地先に設置 ◆彦根市・犬上３町愛荘町で構成する広
域行政組合が事業主体 ◆施設だけで約２００億円、甲良町の負担＝ 
約１１億円 ◆それ以外で、用地の取得、浸水対策の盛り土、軟弱地盤
の水抜きなど地盤強化、建物を安定させる杭打ち、搬入道路建設などの総
費用は現時点で予測つかないと説明不明。数⼗億〜百億円単位は必要
と見られている ◆現在、環境アセスメントを実施中（２３年８月まで） 


